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ポインセチア

相続税の課税方式には、遺産の総額に対して課税する遺産課税方式と個々の相続人が相続
した遺産に対して課税する遺産取得課税方式があります。わが国の課税方式は、両方式を折
衷したような、法定相続分を考慮した遺産取得課税方式になっていますが、来年度税制改正
で見直される予定です。

相続税の課税方式

国　税／給与所得者の年末調整

今年最後の給与を支払う時

国　税／給与所得者の扶養控除等（異動）申告書

及び保険料控除申告書の提出

今年最後の給与を支払う前日

国　税／11月分源泉所得税の納付 12月10日

国　税／10月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 1月5日

国　税／4月決算法人の中間申告 1月5日

国　税／1月、4月、7月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月5日

地方税／固定資産税・都市計画税（第3期分）の納付

市町村の条例で定める日

労　務／健康保険・厚生年金保険被保険者賞与支

払届 支払後5日以内

（師走）December

23日・天皇誕生日12月

ワン
ポイント

日 月 火 水 木 金 土

・ 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 ・ ・ ・

◆ 12月の税務と労務
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今
回
は
、
組
織
の
活
性
化
や
人
材
育

成
に
成
功
し
て
い
る
企
業
の
事
例
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
刻
々

と
変
化
す
る
中
で
、
経
営
目
標
の
達
成

に
向
け
て
経
営
計
画
を
実
行
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
環
境
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
機
動
的
な
組
織
体
制
づ
く

り
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
織
を
構
成
す
る
個
々
の
人

が
持
つ
能
力
や
意
欲
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
社
員
を
一
つ
の
方
向
に
導
き
な

が
ら
、
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
は
、
経
営
資
源
の
限
ら
れ
た
中
小

企
業
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、「
経
営

者
の
想
い
や
考
え
が
現
場
の
従
業
員
に

浸
透
し
な
い
」
、
「
組
織
が
硬
直
化
し
、

新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
な
い
」、「
業
務

が
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
現
場
に
活
気
が
な

い
」、「
中
核
と
な
る
人
材
が
育
っ
て
い

な
い
」
と
い
っ
た
経
営
課
題
を
抱
え
て

い
る
企
業
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
経
営
者
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
長
年
に
わ
た
っ
て

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
、
組
織
や
人
材

に
関
わ
る
経
営
課
題
を
克
服
し
組
織
の
強

化
や
活
性
化
に
成
功
し
、
高
い
業
績
を
挙

げ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
中
小
公
庫
の
事

例
に
基
づ
き
説
明
し
ま
す
。

積
極
的
な
権
限
委
譲
と
週
単
位
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
組
織
活
性

化事
業
内
容
…
各
種
食
料
品
小
売
業

従
業
員
…
二
八
五
名

年
　
商
…
一
三
〇
億
円

資
本
金
…
五
千
万
円

■
取
組
み
の
背
景

Ａ
社
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
現
社

長
が
創
業
し
た
生
鮮
三
品
と
一
般
食

料
品
を
中
心
に
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

差
別
化
戦
略
と
し
て
「
毎
週
新
規

開
店
」
と
い
う
新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を

打
ち
出
し
、
週
末
ま
と
め
買
い
を
消

費
者
に
提
案
。
一
週
間
の
う
ち
木
〜

日
曜
日
の
四
日
間
だ
け
営
業
し
、
こ

の
期
間
内
に
生
鮮
三
品
を
売
り
切
る

の
が
最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
長
は
も
と
も
と
肉
の
卸
を
営
ん

で
い
ま
し
た
が
、
取
引
先
ス
ー
パ
ー

の
自
ら
の
利
益
の
み
を
考
え
た
売
価

設
定
に
疑
問
を
抱
き
、
「
新
鮮
・
豊

富
・
安
心
・
お
値
打
ち
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
Ａ
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
社
長

の
「
誠
意
を
込
め
た
顧
客
第
一
主
義
」

の
経
営
理
念
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、

幹
部
会
議
や
個
人
面
談
等
で
従
業
員

に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
が
、
大

切
な
の
は
「
日
常
的
に
そ
れ
を
具
体

化
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
」
と
考

え
、様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１.

従
業
員
へ
の
権
限
委
譲

鮮
度
が
命
の
生
鮮
食
品
ス
ー
パ
ー
で

は
、
商
品
回
転
を
早
く
す
る
必
要
が
あ

り
、
柔
軟
な
組
織
体
制
と
ス
ピ
ー
ド
が

不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
Ａ
社
で
は
、
や
る
気
の
あ
る

従
業
員
は
、
年
齢
や
役
職
に
関
わ
ら
ず

権
限
を
委
譲
し
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
生
鮮
品
に
つ
い
て
は
、
市

場
で
の
買
付
け
・
加
工
・
販
売
ま
で
を

一
貫
し
て
部
門
担
当
者
に
任
せ
て
い
ま

す
。
担
当
者
は
自
分
が
仕
入
、
加
工
し

た
商
品
が
実
際
に
売
れ
て
い
く
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
担
当
者
が
商
品
の
仕
入
量
・

季
節
要
因
・
販
売
策
等
を
考
慮
し
て
、

売
場
プ
ラ
ン
を
立
て
る
な
ど
の
権
限
も

与
え
て
い
ま
す
。

や
る
気
が
あ
り
成
果
を
挙
げ
た
従
業

員
は
、
二
十
代
で
店
長
に
な
る
ケ
ー
ス

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
や
る
気
が
あ

れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
え
、
失

敗
し
て
も
、
そ
の
失
敗
か
ら
学
べ
ば
よ

い
と
い
う
姿
勢
が
、
従
業
員
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

２.

現
場
第
一
主
義
の
徹
底

売
上
の
主
力
で
あ
る
精
肉
・
鮮
魚
・

青
果
は
、
担
当
者
の
目
利
き
が
重
要
で

す
。
社
長
は
「
目
利
き
は
現
場
で
覚
え

て
こ
そ
身
に
つ
く
も
の
だ
」
と
考
え
、

社
長
や
店
長
が
担
当
者
と
一
緒
に
仕
入

れ
や
加
工
を
行
い
な
が
ら
、
目
利
き
の

方
法
を
伝
え
て
い
ま
す
。

現
場
で
の
経
験
を
重
視
し
、
特
に
店

長
に
対
し
て
現
場
主
義
に
徹
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
ま
す
。
部
下
に
対
し
て
、

実
体
験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
説

得
力
を
生
む
と
い
う
考
え
か
ら
き
て
い

ま
す
。

３.

一
週
間
で
計
画
、
実
行
、

評
価
、
改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
実
施

Ａ
社
は
、
月
・
火
曜
日
が
休
み
で
、

水
曜
日
が
陳
列
等
の
開
店
準
備
、
木
〜

事
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日
曜
日
で
商
品
を
売
り
切
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

日
曜
日
の
夜
に
は
、
売
場
ご
と
の
売

上
や
利
益
等
の
結
果
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
従
業
員
は
、
そ
の
週
の
計
画
が
達

成
さ
れ
た
か
ど
う
か
把
握
で
き
、
達
成

で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
原
因
の

検
証
を
す
ぐ
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
翌
水
曜
日
に
改
善
会
議
を
開
き
、

計
画
を
立
て
、
販
売
を
行
う
、
と
い
う

サ
イ
ク
ル
が
で
き
て
い
ま
す
。

４.

社
内
で
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
長
は
、
各
店
舗
を
ま
わ
り
、
従
業

員
に
声
を
か
け
、
店
長
と
従
業
員
と
も

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

取
組
み
の
成
果
・
効
果

従
業
員
自
身
が
「
ど
う
し
た
ら
新
鮮

で
お
い
し
く
、
安
く
提
供
で
き
る
か
」

を
常
に
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
仕
入
量
や
季
節
感
な
ど
も

考
慮
し
て
、
売
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

も
毎
週
行
い
、
新
規
開
店
の
新
鮮
さ
を

感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
タ
ー
の
即
戦
力
化
と
高
齢
者

活
用
に
よ
る
機
動
力
経
営

事
業
内
容
…
電
子
部
品
製
造
業

従
業
員
…
一
七
七
名

年
商
…
二
九
億
円

資
本
金
…
一
億
円

■
取
組
み
の
背
景

中
堅
電
機
メ
ー
カ
ー
を
や
め
て
個

人
創
業
し
た
電
子
部
品
の
組
立
加
工

業
。
以
前
の
会
社
で
労
使
問
題
に
巻

き
込
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
と
従
業
員
に
公
平
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
経
験
が
、
後
の
経
営
方
針

に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
組
み

１.

目
標
設
定

当
初
は
理
念
や
目
標
も
な
く
、
人
脈

だ
け
を
頼
り
に
受
注
を
こ
な
す
日
々
で
、

希
望
が
持
て
ず
退
職
す
る
従
業
員
も
い

て
社
内
に
閉
塞
感
が
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

社
長
は
こ
の
た
め
「
当
社
の
発
展
段

階
」
と
し
て
、
二
〇
年
間
の
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
、
自
社
商
品
の
開
発
等

で
従
業
員
に
夢
が
持
て
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

受
注
も
あ
り
、
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

２.

ア
イ
デ
ア
を
出
し
や
す
い
環
境

商
品
開
発
で
従
業
員
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
や
提
案
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
、
発
想
が
多
様
化
す
る

よ
う
に
、
必
ず
複
数
の
工
程
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
同
時
に
担
当
さ
せ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

３.

従
業
員
が
提
案
・

相
談
し
や
す
い
環
境

社
長
が
自
分
の
考
え
や
方
針
を
自
分

の
言
葉
で
伝
え
、
現
状
の
悩
み
な
ど
も

社
長
レ
ポ
ー
ト
で
伝
え
る
こ
と
で
、
こ

れ
に
反
応
す
る
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
が
増
え
、
提
案
や
相
談
も

従
業
員
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

４.

フ
リ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
る

機
動
力
ア
ッ
プ

時
季
に
よ
り
受
注
変
動
が
激
し
く
、

い
か
に
し
て
機
動
的
に
人
員
を
動
員
で

き
る
か
を
考
え
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
行
動

特
性
と
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に
着
目
し
、

彼
ら
を
週
単
位
の
契
約
社
員
と
し
て
雇

用
す
る
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ワ
ー
カ
ー
制

度
」
を
考
案
し
ま
し
た
。

勤
務
状
況
や
職
場
の
規
律
、
意
欲
等

の
審
査
基
準
を
満
た
せ
ば
正
社
員
へ
の

道
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
社
長
は
、

雇
用
形
態
に
限
ら
ず
仕
事
で
成
果
を
挙

げ
た
者
に
は
、
賃
金
を
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
公
平
な
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５.

フ
リ
ー
タ
ー
の
即
戦
力
化
に

高
齢
者
人
材
活
用

「
作
業
者
と
し
て
は
生
産
効
率
が
劣
る

も
の
の
、
若
手
人
材
の
指
導
や
適
性
を
見

抜
く
力
は
あ
る
こ
と
」
に
着
目
。
フ
リ
ー

タ
ー
に
対
す
る
教
育
に
高
齢
者
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

取
組
み
の
成
果
・
効
果

従
業
員
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
よ
り
、
生
産
技
術
だ
け

で
な
く
現
場
レ
ベ
ル
の
提
案
も
数
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ワ
ー
カ
ー
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
状
一
〇
〇
名
の
登
録
労
働

者
を
抱
え
、
高
齢
者
人
材
の
活
用
に
よ

り
即
戦
力
と
し
て
い
つ
で
も
動
員
で
き

る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
２
事
例
等
を
参
考
に
、
組
織

の
活
性
化
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
例
２
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営
業
に
限
ら
ず
全
て
の
仕
事
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
で
す
。特
に
、

相
手
の
話
を
聞
く
と
き
、
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
る
と
会
話
が
弾
む
の
で
し
ょ

う
か
。

女
性
経
営
者
Ｙ
さ
ん
は
商
談
の
中

で
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
い
づ
ち
を

打
つ
と
言
い
ま
す
。

イ
　
さ
す
が
で
す
ネ

ロ
　
ス
ゴ
イ
で
す
ネ

ハ
　
ス
バ
ラ
シ
イ
で
す
ネ

ニ
　
そ
う
で
す
ネ

ホ
　
尊
敬
し
ま
す
ヨ

ヘ

そ
こ
ま
で
は
気
が
付
き
ま
せ
ん
で

し
た

ト
　
そ
れ
は
信
じ
ら
れ
な
い
（
感
嘆
・

女
性
向
け
の
言
葉
）

こ
れ
ら
は
肯
定
す
る
言
葉
で
あ
り
、

相
手
の
方
は
気
を
良
く
し
、
余
裕
を
持

っ
て
話
を
進
め
て
い
く
で
し
ょ
う
。

ホ
の
尊
敬
し
ま
す
ヨ
は
、
な
か
な
か

言
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
年
長
者
の

方
に
は
自
分
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
ら

思
い
切
っ
て
言
っ
て
下
さ
い
。

成功している中小企業経営者の方には、味
方になってくれる人がいるものです。
その味方の人数はともかく、情報を提供し

てくれる人、仕事のチャンスを運んでくれる
人……色々ですが、次のような分類の中に、
必ず１人はいるという傾向が見られます。
１．家族…北京オリンピックの時、メダルを
取った選手のインタビューでは“家族に一
言”と話していました。家族の支援はまっ
先にあげられます。
２．会社の先輩…自分より仕事の経験が豊富
で信頼できる人
３．会社内の同僚…経営者である場合は専務、
平社員であったら同期入社の人等
４．社外の人…直接仕事に関わらない人、例
えば美容室の経営者が犬の美容室の経営者
に相談する等
５．尊敬する人…セミナーの講師、大企業の
社長等、このようになりたいという人

成功する人の味方

顧客の差別化

多くのお店は、販売促進活動をしないと顧

客離れ率が40％前後、一方、新規顧客は10％

程度がやっとという状態です。

お店の売上を考えると“逆転の発想”かも

知れませんが、“お店に大切なお客”を優先す

ることで維持・発展を図ることを不況期には

考えるべきかもしれません。

顧客を、（イ）１回しか来なかった層、（ロ）

業種にバラツキはあるかも知れませんが２回

位来た層、（ハ）３回以上来てくれた得意客層、

（ニ）何度も来てくれるファン層、と分類しま

す。

その分類を元に売上額を見ますと、ほとん

どの業種で売上の75％は30％（上記（ニ）と

（ハ）で）のお客によるという結果が出ます

（図を参照下さい）。

まず、固定客を大切に、そして、その固定

客が新たに連れてきてくれたお客を固定客化

する…。このような戦略をご検討下さい。

使
い
た
い
言
葉




